
熊本見守り応援隊 令和６年度の活動状況（報告） ※令和7年3月時点

地域での日常業務 及び 見守りの内容 異変を察知した事例（令和6年度）

• 新聞と電子版商品の販売及び普及促進。自治体広
報などデリバリー業務や食品、飲料、防災グッズ
などの物販事業

• 朝刊配達（早朝）、すぱいす配達（日中）業務に
従事しながらの見守り

• 一部の販売センターでは、登録制の見守りサービ
スを実施

○認知症の疑いがある女性を保護（5月3日、御船町）椅子に高齢の女性が座ってい
たので声を掛けたところ「家が分からなくなった」との返事。御船警察署まで同
行。署員に引き渡したのち無事自宅が判明し高齢女性は帰宅。

○自宅にて脱水症状で意識が薄れている一人暮らしの高齢者を発見し保護（7月26日、
熊本市）集金先の購読者宅で応答がない状況に異変を感じ、すぐに警察と消防に
通報。

○ガードレールに衝突した車を発見、意識不明の男性を保護（7月29日、西原村）朝
刊配達中にガードレールに衝突した車両を発見。意識不明の男性を確認し、警察
と消防に通報した。意識が戻らない男性に声をかけ続け救護活動を支援。

○庭先で倒れている男性を発見（9月16日、玉名市）男性が庭先で倒れて、助けを求
めているのを発見。119番に通報し救急隊につないだ。

○集金先の読者宅で倒れていた女性を発見（9月25日、長洲町）80代の一人暮らしの
女性方で、新聞がポストに残っていたことから異変を察知。室内に女性が倒れて
いるのを発見し、区長と民生委員を呼んで救急隊に引き継いだ。

熊本日日新聞社

社内での研修又は周知状況 今後の見守り活動に向けて

• 事例発生後には社内ニュースで紹
介し、全従業員に共有している。
対象スタッフの表彰も行っている。
事例は各販売センターで掲示する
など周知を図っている。

• 業務開始時の小まめな声掛けで見
守りや安全配慮の意識付けをおこ
なっている。

• 今後も県内各地全114の販売セン
ターを拠点に、高齢者をはじめ子
供たち地域の皆さまが安心して生
活できる地域づくりをお手伝いし
ます。

• 販売センタースタッフの認知症サ
ポーター養成や救急講習受講また
はそのフォローアップを検討しま
す。
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